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「教 会 装 飾 に お け る ロ ジ ッ ク 」

Logic in Church Decoration

開催日

企画班

企画者

講演者

2008年11月4日

哲 学 ・文 化 人 類 学班

遠 山 公 一

Julian Gardner, Christa Gardner von Teuffel(University of Warwick)

 去る11月4日 、東館6階 にて、美術史グループ

の企画によって講演会が催 されました。お招きし

たのは、イギリス、ウォー リック大学のガー ドナー

夫妻です。ウォーリック大学は、イギリスでは珍

しく1960年 代に設立された新 しい大学ですが、た

ちまち同国を代表する大学に成長 し、今 日ケンブ

リッジ ・オックスフォー ドに続 く地位を確立 して

います。夫ジュリアン ・ガー ドナー教授は、大学

設立時当初か らのメンバーであ り、同大学の文学

部長を務められました。また、アメリカやイタリ

ア各地の大学にも呼ばれて教鞭 を執 っています。

専 門はイタリア12-14世 紀の美術研究で、イタリ

ア中世美術の国際的な会議にな くてはならない世

界的な権威です。

 一方、妻のクリスタ ・ガー ドナー ・フォン ・ト

イフェル女史は、イタリア15-16世 紀美術史研究

に携わり、 イギ リスやイタリアの各大学や専 門機

関において、近年精力的に研究活動 ・発表を展開

しています。この講演 を企画実行 した遠山とは、

シエナの画家サセッタ作《サンセポルクロ祭壇画》

に関する著作 を、共著 にてハーヴァー ド大学か ら

今年刊行する予定です。

 講演は、東館6階 にて「教会装飾におけるnジ ッ

ク」と題 されて行われました。キリス ト教におけ

る聖堂は、歴史的に見て複数の役割を担ってきま

したが、その第一の目的が多数の信徒を祭壇の前

に集め、 ミサを挙行することであることは言うま

でもあ りません。集団的礼拝行為であるミサは聖

体拝領を中心 に、細か く定め られた典礼に基づい

て執 り行われます。司祭が位置する祭壇、あるい

はその周辺では、祭壇画を掲げ、聖歌を歌い、香

を焚 くなど、言葉による典礼のみな らず、五感に

広 く訴えて会衆の注 目を集めることを目指 しまし

た。美術史に関わるものとしては、当然祭壇装飾、

なかでも祭壇画が重要です。今 日、我々が美術館

などで見る大型の宗教画の大半が実はこの祭壇画

(の一部)で あ ります。 ガー ドナー夫妻 は、特 に

この祭壇画の分野で 目覚ましい研究成果を次々に

世に問うておられるのです。

 最初にクリスタ女史がお話 しされ、主祭壇 とオ

ルガン装飾 との関わりについて持論 を展開しまし

た。歌 と共に音楽を奏でる手段 として、聖堂内の

オルガンという楽器は、歴史的に見て極めて重要

な存在であり続けました。その巨大 なパイプ ・オ

ルガンを収納する容器には普通開閉式の扉がつけ

られてお り、そこには絵が付されることが多 くあ

りました。その絵 と主祭壇画 とは、作者が同じで

あった り、スポンサーが同 じであった り、 また図

像上の関係が推定される可能性があ り、普通結び

つけられることがない両者の間の関係について考

察する重要性 を指摘されました。

 次にジュリアン ・ガー ドナー教授 は、様式論の

限界について語った後、む しろ祭壇(画)を め ぐ

る様々な機能という側面から論 じる可能性につい

て述べ られました。そ して、個人の墓、聖遺物や

巡礼あるいは典礼との関わ りを、多 くの作例を挙

げつつ縦横に語って くださいました。そこには、

合理性 をもって考えるべ きロジックが存在 し、美

術史においてはそのロジックを歴史的 に跡づけ

て、祭壇画 という造形的な装飾物について再考す

る必要があるとされます。ガー ドナー教授は、こ

れを平易な英語で明確に語 って くださいました。

 当日は、塾内外か ら数十名ほどの聴衆が集 まり

ました。司会による紹介から講演 ・質疑応答まで、

事前にテクス トや レジュメを配 り、すべて英語(一

部イタリア語)で 通訳なしで行われましたが、複
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数の専門家の間で、活発な質疑が交わされ、現在

の美術史研究をリー ドしている研究者 を迎えたこ

の貴重な機会を、多 くの聴衆は満喫 したのではな

いかと思います。講演後の懇親会の席上でも、ガー

ドナー夫妻は参加者一人一人 と話 され、また院生

の指導にも多大な時間を割いてくださるなど、夫

妻の教育的な配慮に一同感激 した次第です。

                (遠山公一)
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